
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 101 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学 A（抽出） 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 最新 数学 A （数研出版） 

副教材等 ３ROUND 数学 I+A （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・抽出授業は下記の学習方法、目標に準じるが、日本語指導が必要であることを踏まえ、個人に応じて

調整します。 

・「情報を読み取る（読解力）」「論理的に思考する（論理的思考力）」「自己の考え（解答・仮説）

を他者に誤解させることなく、伝える（表現力）」の力を数学Ａの学びを通じて伸ばしてほしい。 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・家庭学習用のノートを用意してください。 

問題集の問題等をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も書

くようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこまで理解で

きているのか、どこでつまずいたかを知るための大切なものです。 

・家庭学習における課題は適宜課します。しっかりと取り組み、提出するようにしなさい。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり 

育成することをめざす。 

(1) 場合の数と確率,図形の性質等についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，

事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよう

にする。 

(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展

的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けるととも

に,問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

図形の性質，場合の数と確

率についての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理

解するとともに，数学と人

間の活動の関係について認

識を深め，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したり

する技能を身に付けるよう

にする。 

図形の構成要素間の関係など

に着目し，図形の性質を見い

だし，論理的に考察する力，

不確実な事象に着目し，確率

の性質などに基づいて事象の

起こりやすさを判断する力，

数学と人間の活動との関わり

に着目し，事象に数学の構造

を見いだし，数理的に考察す

る力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度，粘り強

く考え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度，問題

解決の過程を振り返って考察

を深めたり，評価・改善した

りしようとする態度や創造性

の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

１
学
期 

場 

合 

の 

数 

１．集合 a: 〇集合をそれぞれの場合に適

した形で表すことができる。 

〇共通部分，和集合，補集合を

求めることができる。 

b: 〇集合をそれぞれの場合に適

した形で表すことができる。 

c: 〇日常語の「かつ」「または」

「…でない」との関連を認識

しようとする。 

定期考

査、小テ

スト 

定期考

査、小

テスト、

パフォ

ーマン

ス課題 

授業態

度、パフ

ォーマン

ス課題、

振返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２．集合の要素の個数 a: 〇要素を書き並べて表して，

集合の要素の個数を求める

ことができる。 

〇和集合の要素の個数の公式

を用いることができる。 

〇補集合の要素の個数の公式

を用いることができる。 

〇具体的な日常事象に対して

集合を考えることで，人数な

どを求めることができる。 

b: 〇ベン図を利用して集合を図

示することで，要素の個数を

考察することができる。 

c: ○集合を考えることで，日常

的な事柄などを，集合の要素

の個数として数学的に数え

ようとする。 

３．樹形図，和の法則，積

の法則 

a: 〇場合の数を，もれなく重複

なく数える手段として，樹形

図が有用であることを理解

している。 

〇樹形図や和の法則，積の法則

を用いて，場合の数を求める

ことができる。 

b: ○場合の数を数える適切な方

針を考察することができる。 

○自然数の正の約数の個数を

数える方法を考察すること

ができる。 

c: ○1 つの原則を決めて，樹形

図などを利用して，もれなく

重複することなく数えよう

とする。 

〇正の約数の個数を数えるこ

とに興味をもつ。 
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４．順列 a: 順列の用語，記号，公式を理

解し，利用できる。 

〇具体的な問題を通じて，どの

ような場合に順列の考え方

が適用できるかを見極める

ことができる。 

b: 〇積の法則から順列の公式を

考察することができる。 

〇具体的な問題を通じて，どの

ような場合に順列の考え方

が適用できるかを見極める

ことができる。 

５．円順列と重複順列 a: 〇円順列の用語，公式を理解

し，利用できる。 

〇重複順列の用語，公式を理解

し，利用できる。 

b: ○既知の順列や積の法則をも

とにして，円順列，重複順列

を考察することができる。 

○具体的な問題に対して，どの

ような場合に，円順列，重複

順列の考え方が適用できる

かを判断し，それらの公式を

使って問題を解決すること

ができる。 

c: 〇順列，円順列，重複順列の

違いに興味・関心をもつ。 
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６．組合せ a: 〇組合せの用語，記号，公式

を理解し，利用できる。 

〇組分けの問題を処理できる。 

〇同じものを含む順列の総数

を求めることができる。 

b: 〇順列の総数をもとにして，

組合せの総数を考察するこ

とができる。 

○特殊な条件が付く組合せを，

味方を変えたり別なものに

対応させたりして処理する

ことができる。 

○同じものを含む順列を，組合

せで考察することができる。 

c: 〇組合せの考え方を利用し

て，図形の個数や同じものを

含む順列の総数などが求め

られることに興味・関心をも

つ。 

確
率 

７．確率の意味 

 

a:〇確率の意味を理解している。 

c:〇身近な試行によって起こる

事象と関連づけながら，実験

などを通じて確率に興味・関

心をもつ。 

８．確率の計算 a:〇事象を集合で表すことがで

きる。 

〇試行や事象の定義を理解し

ている。 

〇確率の定義に基づき，事象の

確率を求めることができる。 

b:〇試行の結果を事象としてと

らえ，事象を既知の集合と

結びつけて考えることがで

きる。 

〇不確定な事象を，同様に確か

らしいという概念をもとに

数量的にとらえることがで

きる。 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

９．確率の基本性質 a:〇積事象，和事象の意味を理解

し，具体的な事象に対して，

積事象，和事象を集合で表す

ことができる。 

〇事象の排反の意味を理解し，

2 つの事象が排反であるか

を判断できる。 

b:〇和事象，積事象，排反，空事

象，確率の基本性質を集合と

関連づけて考察しようとす

る。 

定 期 考

査、小テ

スト 

定 期 考

査、小テ

スト、パフ

ォーマン

ス課題 

授 業 態

度、パフォ

ーマンス

課題、振

返りシート 

10．和事象の確率 a:〇確率の加法定理を用いて，和

事象の確率を求めることが

できる。 

〇一般の和事象の確率を求め

ることができる。 

b:〇一般の和事象の確率を集合

と関連づけて考察しようと

する。 

11．余事象の確率 a:〇余事象の確率の公式を利用

して，確率を求めることがで

きる。 

b:〇補集合をもとに，余事象を考

察することができる。 

12．独立な試行の確率 a:〇独立な試行の意味を理解し

ている。 

〇独立な試行の確率を，公式を

用いて求めることができる。 

b:○2 つの独立な試行を行うと

き，その結果として起こる事

象の確率について考察する

ことができる。 

c:○独立な試行の確率について，

興味をもって調べようとす

る。 

13．反復試行の確率 a:〇反復試行の確率を，公式を用

いて求めることができる。 

b:〇反復試行の確率を，具体的な

例から直観的に考えること

ができる。 

c:○具体的事象について，反復試

行の確率を，興味をもって調

べようとする。 
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14．条件付き確率 a:〇条件付き確率の定義，意味を

理解している。 

〇条件付き確率を，公式を用い

て求めることができる。 

〇確率の乗法定理を用いて，確

率を求めることができる。 

〇期待値の定義を理解し，確率

の性質などに基づいて期待

値を求めることができる。 

c:〇くじ引きの確率が，引く順番

に関係なく等しくなること

に興味をもつ。 

15．期待値 a:〇期待値の定義を理解し，確率

の性質などに基づいて期待

値を求めることができる。 

三
角
形
の
性
質 

１．角の二等分線の比 a:〇平行線の性質を用いて，線分

の長さを求めることができ

る。 

〇線分の内分と外分を理解し，

内分する点と外分する点を

図示することができる。 

〇三角形の内角・外角の二等分

線と比の性質を用いて，線分

の長さを求めることができ

る。 

b:〇証明する際に，適当な補助線

を引いて考察することがで

きる。 

c:○線分を分ける点や，三角形の

角の二等分線と比について

調べようとする態度がある。 
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２．三角形の外心，内心，

重心 

a:〇外心の性質を用いて，具体的

な問題を処理できる。 

〇内心の性質を用いて，具体的

な問題を処理できる。 

〇重心の性質を用いて，具体的

な問題を処理できる。 

b:○図形の性質を証明するのに，

間接的な証明法である同一

法を適用することができる。 

c:〇三角形の 3 辺の垂直二等分

線が 1 点で交わることの証

明方法に関心をもつ。 

〇三角形の 3 つの角の二等分

線が 1 点で交わることの証

明方法に関心をもつ。 

〇三角形の3本の中線が1点で

交わることの証明方法に関

心をもつ。 

３．チェバの定理・メネラ

ウスの定理 

a:〇三角形の面積と線分の比の

性質をを理解している。 

〇チェバの定理を用いて，線分

比を求めることができる。 

〇メネラウスの定理を用いて，

線分比を求めることができ

る。 

b:○チェバの定理，メネラウスの

定理について，論理的に考察

し，証明することができる。 

c:〇三角形の面積と線分の比の

性質のの証明方法に関心を

もつ。 

〇チェバの定理の証明方法に

関心をもつ。 

〇メネラウスの定理の証明方

法に関心をもつ。 

〇身近な問題に対し，チェバの

定理を活用できることを理

解し，図形の性質に興味・関

心をもつ。 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

  

４．円周角の定理 a:〇中学校で学んだ円周角の定

理やその逆について理解し

ている。 

〇円周角の定理を用いて，角の大

きさを求めることができる。 

〇円周角の定理の逆を用いて，4

点が同一円周上にあること

を調べることができる。 

定 期 考

査、小テ

スト 

定 期 考

査、小テ

スト、パフ

ォーマン

ス課題 

授 業 態

度、パフォ

ーマンス

課題、振

返りシート 

５．円に内接する四角形 a:〇円に内接する四角形の性

質を用いて，角の大きさを求

めることができる。 

〇四角形が円に内接するかど

うかを判定できる。 

b:〇三角形の外接円と四角形

の外接円の違いを認識し，円

に内接する四角形の性質や

四角形が円に内接する条件

を考察しようとする。 

c:〇三角形の外接円と四角形

の外接円の違いを認識し，円

に内接する四角形の性質や

四角形が円に内接する条件

を考察しようとする。 

６．円と接線 a:〇円の接線の性質を用いて，辺

や線分の長さを求めること

ができる。 

b:〇円と直線の位置関係に 3 つ

の場合があることを理解し

ている。 

７．接線と弦の作る角 a:〇接線と弦の作る角の定理を

利用して，角の大きさを求め

ることができる。 

b:○接線と弦の作る角について

の定理を証明する際に場合

分けをしながら考察するこ

とができる。 

c:○接線と弦の作る角について

の定理を証明する際に，鋭角

の場合と鈍角の場合に分け

て考察しようとする。 
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８．方べきの定理 a:〇方べきの定理を用いて，線分

の長さを求めることができ

る。 

b:〇方べきの定理は，円周角の定

理や円に内接する四角形の

性質などを用いて証明され

ることに関心をもつ。 

c:〇方べきの定理は，円周角の定

理や円に内接する四角形の

性質などを用いて証明され

ることに関心をもつ。 

９．2 つの円 a:〇2円の位置関係に 5つの場合

があることを理解している。 

〇2 円の共通接線について理

解し，その長さを求めること

ができる。 

b:〇2 円の位置関係を，動的な面

から観察することができる。 

c:○2つの円の位置関係の判定条

件として，中心感の距離と半

径の関係について，積極的に

考察しようとする。 

作
図 

10．基本の作図 a:〇垂線を引く，垂直二等分線を

引く，角の二等分線を引く，

平行線を引くなどの基本的

な作図を行うことができる。 

b:〇作図の各過程において，平面

図形のどの性質を用いてい

るかを考察できる。 

c:○数学で扱う作図と，日常にお

いて図形をかくことでは，何

が違うか考えてみようとす

る。 

11．いろいろな作図 a:〇円周角の定理を利用して，円

の外部の点を通る円の接線

を作図することができる。 

〇平行線と比の性質を利用し

て，線分を内分する点を作図

することができる。 

c:〇正五角形の作図方法に関心

をもつ。 
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空
間
図
形 

12．空間における直線と平

面 

a:〇空間における 2 直線の位置

関係に 3 つの場合があるこ

とや，2直線のなす角を理解

し，それらの問題を処理でき

る。 

〇直線と平面の位置関係に 3

つの場合があることを理解

し，問題を処理できる。また，

ある直線lが平面上の2直線

に垂直のとき，直線 lと平面

が垂直であることを理解し

ている。 

〇2平面の位置関係に2つの場

合があることを理解してい

る。また，2平面のなす角を

理解し，問題を処理すること

ができる。 

c:○空間における図形の位置関

係について考えてみようと

する。 

13．多面体 a:〇5種類の正多面体の特徴を理

解し，それに基づいて面，頂

点，辺の数を求めることがで

きる。 

〇正多面体どうしの関係を利

用して，正多面体の体積を求

めることができる。 

c:〇どんな多面体にもオイラー

の多面体定理が成り立つこ

とに興味をもち，簡単な多面

体で確かめようとする。 

〇正多面体が 5 種類である理

由に関心をもち，その理由を

調べようとする。 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


